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１ 事業概要

規準数（ ）時点

3 部活動数 平日 36 休日 33

2025/10/28

中学校数

（１）学校部活動の現状・地域性・年少人口の動向・持続可能性について
・大網白里市内の中学校在籍生徒数は、近年減少の一途をたどっている。平成２７年から
令和７年までの１０年間で約１６％の減少となった。また、令和７年からの今後１０年間
で、さらに約３６％の減少が見込まれている。
・生徒数の減少は、学級数や職員配置数の減少につながり、部員数の減少・指導者の減少
の両面から現状の学校部活動を維持運営していくことは困難な状況が見込まれる。
・各学校とも現在８０％前後の生徒が学校部活動に加入しており、地域展開を進行してい
くためには、現在８００人程度の受け皿が必要となる。
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（２）推進方針・目指す方向性

　部活動の地域展開の背景には、「加速する少子化」と「教職員の働き方改革」が挙げら

れる。少子化により単独でチームを組めなかったり、廃部せざるを得なかったりしている

学校が出てきている。生徒にとっても持続可能なスポーツ・文化芸術活動のための環境づ

くりが急務となっている。

　また、国からは「改革実行期間（R8～R13）」内に、原則、全ての学校部活動において

「休日」の地域展開の実現を目指すことが示されている。現時点で未着手の地方公共団体

においても、「前期（R8～R10）」の間に着手すべきと示されている。「平日」の地域展

開についても、様々な課題を解決しつつ更なる改革を推進すべきことが示されている。

「前期」のあとの「中間評価」を経て、「後期（R11～R13）」に焦点を当てていること

がうかがえる。

　大網白里市の基本方針は、令和７年度中に「地域部活動推進協議会」を立ち上げ、「大

網白里市部活動の地域展開に関する推進計画」を策定することにしている。基本的な考え

方、方針として、最終的な目標は「平日」及び「休日」の地域展開であるが、まずは、令

和10年度までの目標として、全中学校の「休日」の地域展開を目指す。

　「トップレベル」の地域クラブを全て用意することはできないが、創設への対応は確実

に行い、「魅力を味わう」地域クラブや「スポーツ・文化芸術活動のきっかけ」となる地

域クラブづくりを念頭に、地域の実情を踏まえ地域全体で支える仕組み作りをする。

＜参考資料＞

【大網白里市の具体的な計画目標】

令和６年度：部活動の在り方に関するアンケート実施（教職員・保護者・児童生徒）

令和７年度：大網白里市部活動の地域展開に向けた「協議会」を立ち上げ、「推進計画」を

　　　　　　策定。

令和８年度：「休日」の地域展開に向けて、地域クラブの確保に努めるとともに、スポーツ

　　　　　　協会等と協議していく。

令和９年度：原則、学校は「休日」の部活動指導を行わない。「休日」の地域展開を拡大する。

令和10年度：「休日」の地域展開を完全実施する。

　　　　　　全ての部活動についての地域クラブを確保する（「平日」も当初から視野に入

　　　　　　れておく）。

令和11年度：「平日」の地域展開に向けて、スポーツ協会等と継続協議をスタートしていく。

令和12年度：「平日」の地域展開の受け皿拡大を図る。

令和13年度：全ての部についての「平日」の地域展開の地域クラブを確保する。
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・これまで中学生を対象とした地域クラブがほとんどない。

・指導者がいない。（地域クラブを責任もって立ち上げられる方がいない）

・部活動指導員の導入については、人材と独自財源の確保が難しい。

・大網白里市の部活動の地域展開方針について、理解を得られるかが大きな課題である。（教

職員、生徒、保護者、市民、地域クラブに関わる方々等）

・公益財団法人日本中学校体育連盟や千葉県小中学校体育連盟体連の大会が存続する限り、上

記の理解は一層、得にくいと考える。同大会の動向が大きな課題である。

・「トップレベル」のクラブチーム創設への対応として、指導者研修会等に参加するための費

用をどうするのかなど、財源の問題が課題である。

・「魅力を味わう」クラブや「スポーツ・文化芸術活動のきっかけ」となるクラブについて

は、大勢の中学生を受け入れることへの抵抗感があると考える。課題解決のための個別の工夫

等、相談に応じていく必要がある。

・いつ、どこで、実施するのかにより、中学生が練習や対外試合を行う活動場所と自宅との移

動方法を検討する必要がある。夜間の活動も想定されるが、安全をどのように確保するのかも

大きな課題である。

・原則、受益者負担であるが、どこまで、どのように市が援助するのか、生活困窮者にはどう

するのか等、検討が必要である。

・どうしても指導者がいない場合は、保護者の中で輪番等で、安全確保や鍵の管理等も含め、

お願いする部分が出てくると考える。そうした理解を得られるのかも大きな課題である。

・受け入れ団体が完全にそろわなくても、最終的には学校から部活動を切り離すことが必要と

なる。

・部活動を指導したいと考えている教職員については、自分が居住している地区を原則として

関われるようにすべきと考える。異動しても継続できる部活動にしていく必要がある。

・指導者が複数人必要であるため、人員確保が課題である。

・市内に限らず、近隣市町村とも連携し、居住地が近いところで活動できるようにしていく必

要がある。その際、市町村から補助していることがあれば、その調整も必要となる。

・保護者に安心感を与えるため、近隣市町村で足並みを揃えられると良い。情報共有を常に

図っていく必要がある。

・設置可能な部活動（クラブ)数により、生徒の興味や適正に合う選択肢が準備できない。

・備品の使用について、学校部活動で使用している備品の共有をどのようにして行っていくの

か協議が必要である。

・活動場所の確保については、学校施設を利用するのか公共施設を利用するのかで対応を検討

していく必要がある。

（３）推進上の課題
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２-１ 事業計画
（１）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協
議会設置要綱の制
定

・地域展開できるまで、方向性を検討する。
・地域部活動推進協議会設置要綱を定例教育委員会において決定す
る。

地域部活動推進協
議会の設置

・大網白里市における部活動の地域展開の方向性を検討する。
・スケジュールを確認し、推進計画（案）を検討する。

推進計画の策定 ・定例教育委員会会議において、推進計画を決定する。

学校関係者・保護
者への説明

・校長会議、教頭会議で説明する。
・保護者へ方向性やスケジュール等を説明し、方針を周知する。
・毎年３学期に新入生（保護者）に対する説明会を実施する。

地域クラブ公募・
設立

・地域クラブ公募及び設立の協力依頼をする。

地域クラブへの説
明

・地域クラブに関わる方々（スポーツ協会・文化協会・地域クラブ・
スポーツ団体、文化芸術団体等）に方針を説明し、協力を依頼する。

部活動ごとの保護
者説明会

・推進計画に基づき、地域クラブ及び今後のスケジュールについて説
明する。（随時）

協議会の実施
・地域全体で子どもたちを育てる学校部活動及び地域クラブ活動のあ
り方に関する協議をするため、年２回程度開催する。

地域クラブ見学会
・地域クラブの見学会を実施し、生徒及び保護者の判断により参加す
る地域クラブを選ぶ。

【用語について解説】
 地域部活動：地域受け皿として設置されたクラブ組織で運営する活動。
 地域クラブ：地域住民や生徒が任意に参加する非学校組織型の活動。
 学校部活動：主に学校内で指導教諭の元で運営する活動。
 部活動：学校在籍生徒が参加する従来の学校主催の活動。
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年度 時期

前期

後期

前期

後期

前期

後期

（２）スケジュール

取組計画

・部活動の在り方に関するアンケート実施（R6.12.2)

・部活動主任会議（R7.3.14)

・部活動の今後について打ち合わせ（R7.6.4)

・部活動地域展開エリアコーディネーターと協議（R7.6.19)

・部活動の今後について打ち合わせ（R7.7.31)

・部活動の今後について打ち合わせ（R7.8.27)

・定例教育委員会会議で協議会設置要綱を決定する（R7.9.17)。

・第１回地域部活動推進協議会を開催し、大網白里市における部活動

の地域展開の方向性、スケジュール等を検討する（10月）。

・第２回地域部活動推進協議会を開催し、推進計画（案）を検討する

（11月）。

・パブリックコメントを実施する（12月）。

・第３回地域部活動推進協議会を開催し、推進計画（案）を決定する

（1月）。

・定例教育委員会会議で推進計画を決定する（2月）。

・第４回地域部活動推進協議会を開催し、令和８年度の取組を確認す

るとともに、休日の部活動の地域展開について検討する。

・校長会議や教頭会議で部活動の地域展開の方向性やスケジュール等

について説明する。

・保護者へ部活動の地域展開についての方向性やスケジュール等を説

明し、方針を周知する。

・新１年生（保護者）に対する説明会を実施する。

・地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・休日の部活動の実施の有無について学校と教育委員会で確認し、地

域クラブの公募を開始する。その後、準備が整った部活動から、随

時、地域展開をしていく。

・第５回地域部活動推進協議会を開催し、令和８年度の進捗状況を確

認するとともに、令和９年度以降の取組について検討する。

・令和９年度４月から、休日の学校の部活動は原則、実施しないこと

を周知する。

・受け皿となる地域クラブへ、休日の部活動の地域展開について協力

を依頼する。

6
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前期

後期

10 年間

11 年間

12 年間

13 年間

・学校の部活動指導は、原則、平日のみとする。

（中体連主催大会前１ヶ月のみ、週当たりの活動時間が１１時間程度

の範囲内に収まり、かつ部活動指導員の配置等により、教師に過度な

負担をかけずに活動を実施できる場合には、週当たり２日以上の休養

日を設けたうえで、平日の活動を週３日以内に抑えつつ、休日に２日

間連続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能とする。）

・受け皿となる地域クラブへ、休日の部活動の地域展開について協力

を依頼する。

・地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・第６回地域部活動推進協議会を実施し、令和９年度の進捗状況を確

認するとともに令和１０年度の取組について検討する（１２月）。

開催回数 ２回／年

・準備の整った部から、平日も含めた休日の地域展開を完全実施して

いく。

・準備の整った部から、平日も含めた休日の地域展開を完全実施して

いく。

・準備の整った部から、平日も含めた休日の地域展開を完全実施して

いく。

・すべての部について、平日も含めた休日の地域展開を完全実施して

いく。

（３）推進組織（協議会）

9

構成員 下記のとおり

・大網白里市教育委員会管理課長

・大網白里市教育委員会生涯学習課長

・スポーツ協会代表　・文化協会代表　・スポーツ推進委員代表

・各中学校長　・各中学校保護者代表

（４）運営事務局（名称・自治体との関係・役割等）

・運営事務局は教育委員会（生涯学習課・管理課）が兼ねる。

・地域クラブの公募や説明会を実施する。

・地域クラブに関わる方々の相談窓口となる。

・活動場所の調整や指導者研修など必要に応じて支援する。

名称 大網白里市地域部活動推進協議会

組織の果たす役割 部活動地域展開に向けた今後のあり方について協議する
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（５）組織体制

【運営事務局】

・活動場所の調整
【地域クラブ】

・指導者の登録、配置

・生徒の参加受付及び登録

・指導者研修会の運営

・指導者、生徒の保険加入及び申請

・活動場所の確保及び安全管理

・スケジュール管理
【生徒・保護者】

【中学校】

参加申請

連携

連携
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２-２ （令和７年度）これまでの進捗

（１）前年度までの取組と課題

・部活動についてアンケートを実施し部活動主任会議を開催した。今後の市としての部活
動の在り方については確認できたが、方向性の検討についてはできていない。

（２）重点目標

・地域部活動推進協議会を設置し、大網白里市における部活動の地域展開の方向性、スケ
ジュール等を決定する。
・地域部活動推進協議会設置要綱の制定、推進計画を決定する。

（３）取組事項
項目 達成目標

地域部活動推進協
議会設置要綱の制
定

・地域部活動推進協議会設置要綱を定例教育委員会において決定す
る。

地域部活動推進協
議会の立ち上げ

・大網白里市における部活動の地域展開の方向性を検討する。
・スケジュールを確認し、推進計画（案）を検討する。

推進計画の策定 ・定例教育委員会会議において、推進計画を決定する。

学校関係者・
保護者への説明

・校長会議、教頭会議で説明する。
・保護者へ方向性やスケジュール等を説明し、方針を周知する。
・毎年３学期に新入生（保護者）に対する説明会を実施する。

地域クラブ公募・設立 ・地域クラブの公募及び設立の協力依頼をする。
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時期 協議会

令和６年

１２月

令和7年

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月 〇

１１月 〇

１２月

１月 〇

２月

３月

・第２回地域部活動推進協議会を開催し、推進計画（案）を検討（書面

開催)

・推進計画案についてパブリックコメントを実施する。

・部活動のあり方に関するアンケート結果について公表する。

（R7.12.1~R8.1.16)

・第３回地域部活動推進協議会を開催し、推進計画（案）を承認

（R8.1.28)

・定例教育委員会会議で、推進計画を決定（R8.2.17)

・地域クラブの公募及び設立の協力依頼をする。

・地域クラブの募集

・ＨＰ等で周知

・部活動の今後について打ち合わせ（R7.7.31)

・地域部活動推進協議会設置要綱（案）を作成

・定例教育委員会議で地域部活動推進協議会設置要綱を決定（R7.9.17)

・第１回地域部活動推進協議会を開催し、大網白里市における部活動の

地域展開の方向性、スケジュール等を検討（R7.10.28)

・部活動主任会議（R7.3.14)

・部活動の今後について打ち合わせ（R7.6.4)

・市卓球協会打ち合わせ（R7.6.18)

・部活動地域展開エリアコーディネーターと協議（R7.6.19)

取組内容

・部活動のあり方に関するアンケート実施（R6.12.2)

（４）スケジュール
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平日 休日 平日 休日
顧問単独
又は＋外
部指導者

合同部活 拠点校部活 部活動指導員

2 2 2 2 2
1 1 1 1 1
2 2 2 2 2
4 4 4 4 4
1 1 1 1 1
4 4 4 4 4
5 5 5 5 5
5 5 5 5 5 1
2 2 2 2 2
1 1 1 1 1
3 3 3 3 3
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
30 30 30 30 30 0 0 0 1
3 3 3 3 3
3 0 3 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
0 0 0 0 0
6 3 6 3 3 0 0 0 0
36 33 36 33 33 0 0 0 1

（５）地域連携・地域展開計画
令和８年度中に目指す休日の活動形態

学校部活動

野球
サッカー
陸上競技

ソフトテニス
ソフトボール

バスケットボール
バレーボール

卓球
バドミントン

剣道
柔道
0
0
0
0
0
0
運動部合計

吹奏楽部
美術部
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
0
文化部合計

総計

種目・ジャンル

令和７年度末
部活動数

令和８年度
予定部活動数

地域クラ
ブ活動
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２-３ 年次計画（令和８年度）

（１）前年度成果と課題

 成果（令和7年度の進捗）
 地域部活動推進協議会設置要綱の制定、 推進協議会の立ち上げ、 推進計画（案）の策
定

 課題（令和8年度の課題）
 地域クラブ公募の具体化、学校関係者・保護者への決定事項の周知徹底、地域クラブに
対する支援のあり方の検討開始

（２）重点目標
・推進計画に基づき、大網白里市中学校部活動の地域展開について、地域クラブに関わる
方々（スポーツ協会・文化協会・地域クラブ・スポーツ団体、文化芸術団体等）に方針を
説明し、協力を依頼する。
関係団体等に説明し、理解を得る。
 ○校長会 ○教頭会 ○保護者 ○スポーツ協会・文化協会等 ○一般市民
・受け皿となる地域クラブを確保する。
・「全市の中学校の休日の部活動のうち、生徒利用希望が多い主要種目（例：卓球、サッ
カー、バスケットボールなど）について、中学校区を超えた地域クラブを1団体以上を確
保する。

（３）取組事項
項目 達成目標

地域部活動推進協
議会の開催

・令和８年度の取り組みについて確認する。休日の部活動の地域展開
の方向性やスケジュール等について検討する。

学校関係者・
保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開について説明の上、保護
者等への説明方法等について、協議する。
・保護者へ、部活動の地域展開についての方向性やスケジュール等を
説明する。   

各種団体への説明
・地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。
（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団
体 等）

部活動ごとの
保護者説明

・地域展開の計画に基づき、地域クラブ及び今後のスケジュールにつ
いて説明する（随時）。
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時期 協議会

４月

５月 〇

６月

７月

８月

９月

（４）スケジュール

取組内容

・校長会議や教頭会議で部活動の地域展開の方向性やスケジュール等

について説明の上、保護者へ部活動の地域展開についての方向性やス

ケジュール等を説明する方法等も検討する。

・保護者に部活動の地域展開について説明する。

・地域クラブ活動基本方針、認定クラブ活動の認定に関する要綱、学

校教職員が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼業の許可に関する

要綱を検討する。

・第４回地域部活動推進協議会を開催し、令和８年度の取り組みを確

認するとともに、休日の部活動の地域展開について、検討する。

・推進協議会の中で地域クラブ活動基本方針、認定クラブ活動の認定

に関する要綱、学校教職員が地域クラブ活動に従事する場合の兼職兼

業の許可に関する要綱について承認する。

・定例教育委員会会議で、地域クラブ活動基本方針、認定クラブ活動

の認定に関する要綱、学校教職員が地域クラブ活動に従事する場合の

兼職兼業の許可に関する要綱を決定する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・認定クラブ活動の募集をする。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・校長会議や教頭会議で部活動の地域展開の方向性やスケジュール等

について説明の上、保護者へ部活動の地域展開についての方向性やス

ケジュール等を説明する方法等も検討する。

・保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の方向性やスケ

ジュール等について検討する。
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１０月

１１月

１２月 〇

１月

２月

３月

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の方向性やスケ

ジュール等について検討する。

・第５回地域部活動推進協議会を開催し、令和８年度の進捗状況を確

認するとともに、令和９年度以降の取り組みについて協議する。

・協議会で平日の部活動の地域展開について検討する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・令和９年度４月から、休日の学校の部活動は原則、実施しないこと

を周知する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・令和９年度４月から、休日の学校の部活動は原則、実施しないこと

を周知する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・令和９年度４月から、休日の学校の部活動は原則、実施しないこと

を周知する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。
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２-４　年次計画（令和９年度）

（１）前年度成果と課題

「前年度の重点目標の達成度を評価し、次年度の取り組みに反映させるための課題を記載

する。（計画実行期間中に記載）」

（２）重点目標

・推進計画に基づき、４月から、学校の部活動指導は、原則、平日のみとする。

（中体連大会前１ヶ月のみ、週当たりの活動時間が１１時間程度の範囲内に収まり、かつ

部活動指導員の配置等により、教師に過度な負担をかけずに活動を実施できる場合には、

週当たり２日以上の休養日を設けたうえで、平日の活動を週３日以内に抑えつつ、休日に

２日間連続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能とする。）

・平日の部活動の地域展開についての方向性やスケジュールについて協議する。

・受け皿となる地域クラブを、原則、令和８年度の学校の部活動と同程度の種類（数）を

確保する。

（３）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協

議会の開催

・令和９年度の取り組みについて確認し、令和１０年度の取り組みに

ついて検討する。また、平日の部活動の地域展開の方向性やスケ

ジュール等についても検討する。

学校関係者・

保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開状況について検討する。

・保護者へ平日の部活動の地域展開の方向性やスケジュール等を説明

し、方針を周知する。

各種団体への説明

・休日の地域展開をさらに推進するとともに、平日の地域展開につい

ても地域クラブと協議する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体　等）
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時期 協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の方向性やスケ

ジュール等について話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

取組内容

・推進計画に基づき、４月から学校の部活動指導は原則、平日のみと

する。

・中体連大会前１ヶ月のみ、週当たりの活動時間が１１時間程度の範

囲内に収まり、かつ部活動指導員の配置等により、教師に過度な負担

をかけずに活動を実施できる場合には、週当たり２日以上の休養日を

設けたうえで、平日の活動を週３日以内に抑えつつ、休日に２日間連

続して活動を行うなど、柔軟な対応を行うことも可能とする。）

・中学校区を越えた地域クラブを市内で十分な数を目指して、確保に

努める。

・平日の部活動の地域展開についての方向性やスケジュールについ

て、校長会議や教頭会議で検討する。

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の方向性やスケ

ジュール等について話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体 等）

・校長会議や教頭会議で部活動の地域展開の方向性やスケジュール等

について話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

（４）スケジュール
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１２月 〇

１月

２月

３月

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・平日の部活動の地域展開の受け皿となる地域クラブを確保する。

・新１年生の保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・平日の部活動の地域展開の受け皿を確保する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・平日の部活動の地域展開の受け皿を確保する。

・地域部活動推進協議会を開催し、令和９年度の進捗状況を確認する

とともに、令和１０年度以降の取り組みについて検討する。

・同協議会で平日の部活動の地域展開について検討する。
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２-5　年次計画（令和１０年度）

学校関係者・

保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開状況について検討する。

・保護者へ平日の部活動の地域展開の方向性やスケジュール等を説明

し、方針を周知する。

各種団体への説明

・平日・休日の地域展開をさらに推進するとともに、課題等を地域ク

ラブと協議する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体　等）

・平日の部活動の地域展開を拡大していく。

・地域部活動推進協議会を開催し、平日の部活動の地域展開状況について検討する。

（３）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協

議会の開催

・令和１０年度の取り組みについて確認し、以降の取り組みについて

検討する。

（１）前年度成果と課題

「前年度の重点目標の達成度を評価し、次年度の取り組みに反映させるための課題を記載

する。（計画実行期間中に記載）」

（２）重点目標
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時期 協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月 〇

１月

２月

３月

・地域部活動推進協議会を開催し、令和１０年度の進捗状況を確認す

るとともに、令和１１年度以降の取り組みについて検討する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・新１年生の保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

（４）スケジュール

取組内容

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の進捗状況等につい

て話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。
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２-６　年次計画（令和１１年度）

（１）前年度成果と課題

「前年度の重点目標の達成度を評価し、次年度の取り組みに反映させるための課題を記載

する。（計画実行期間中に記載）」

（２）重点目標

・平日の部活動の地域展開を拡大していく。

・地域部活動推進協議会を開催し、平日の部活動の地域展開状況について検討する。

（３）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協

議会の開催

・令和１１年度の取り組みについて確認し、以降の取り組みについて

検討する。

学校関係者・

保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開状況について検討する。

・保護者へ平日の部活動の地域展開の方向性やスケジュール等を説明

し、方針を周知する。

各種団体への説明

・平日・休日の地域展開をさらに推進するとともに、課題等を地域ク

ラブと協議する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体　等）
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時期 協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月 〇

１月

２月

３月

（４）スケジュール

取組内容

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の進捗状況等につい

て話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・地域部活動推進協議会を開催し、令和１1年度の進捗状況を確認す

るとともに、令和１2年度以降の取り組みについて検討する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・新１年生の保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。
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２-７　年次計画（令和１２年度）

学校関係者・

保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開状況について検討する。

・保護者へ平日の部活動の地域展開の方向性やスケジュール等を説明

し、方針を周知する。

各種団体への説明

・平日・休日の地域展開をさらに推進するとともに、課題等を地域ク

ラブと協議する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体　等）

・平日の部活動の地域展開を拡大していく。

・地域部活動推進協議会を開催し、平日の部活動の地域展開状況について検討する。

（３）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協

議会の開催

・令和１２年度の取り組みについて確認し、以降の取り組みについて

検討する。

（１）前年度成果と課題

「前年度の重点目標の達成度を評価し、次年度の取り組みに反映させるための課題を記載

する。（計画実行期間中に記載）」

（２）重点目標
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時期 協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月 〇

１月

２月

３月

・地域部活動推進協議会を開催し、令和１２年度の進捗状況を確認す

るとともに、令和１３年度以降の取り組みについて検討する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・新１年生の保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

（４）スケジュール

取組内容

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の進捗状況等につい

て話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。
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２-８　年次計画（令和１３年度）

（１）前年度成果と課題

「前年度の重点目標の達成度を評価し、次年度の取り組みに反映させるための課題を記載

する。（計画実行期間中に記載）」

（２）重点目標

・平日の部活動の地域展開を拡大していく。

・地域部活動推進協議会を開催し、平日の部活動の地域展開状況について検討する。

（３）取組事項

項目 達成目標

地域部活動推進協

議会の開催

・令和１３年度の取り組みについて確認し、以降の取り組みについて

検討する。

学校関係者・

保護者への説明

・校長会議、教頭会議で、部活動の地域展開状況について検討する。

・保護者へ平日の部活動の地域展開の方向性やスケジュール等を説明

し、方針を周知する。

各種団体への説明

・平日・休日の地域展開をさらに推進するとともに、課題等を地域ク

ラブと協議する。

（スポーツ協会、文化協会、地域クラブ、スポーツ団体、文化芸術団

体　等）

23



時期 協議会

４月

５月

６月

７月

８月

９月

１０月

１１月

１２月 〇

１月

２月

３月

（４）スケジュール

取組内容

・校長会議や教頭会議で平日の部活動の地域展開の進捗状況等につい

て話し合う。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブに方針を説明し、協力を依頼する。

・地域部活動推進協議会を開催し、令和１３年度の進捗状況を確認す

るとともに令和１４年度以降の取り組みについて検討する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・新１年生の保護者に部活動の地域展開について説明する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。

・受け皿となる地域クラブへ、継続して協力を依頼する。
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